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《概　観》

我が国経済の最近の動向をみると、個人消費は、秋口に比べ若干の改善がみられ

るが、収入が低迷していることから、足踏み状態を脱していない。住宅建設は、マン

ションは堅魂だが、持家及び貸家が減少したため、直近はやや水準を下げている。

設備投資は、なお大幅な減少基調が続いている。公共投資は、事業の実施は前年

並みに進んでいるが、着工は低調に推移している。輸出は、アジア向けを中心に、増

加している。

在庫は、調整が進み、在庫率は前年を下回る水準になっている。こうした中、生産

は、持ち直しの動きがみられる。

雇用情勢は、残業時間などの増加といった動きがあるものの、完全失業率が高水

準で推移するなど、依然として厳しい。

企業収益は、持ち直してきた。また、企業の業況判断は、なお厳しいが改善が進ん

でいる。

以上のように、景気は、民間需要の回復力が弱く、厳しい状況をなお脱していない

が、各種の政策効果に加え、アジア経済の回復などの影響で、緩やかな改善が続い

ている。

政府は、将来の公需の鈍化等が景気減速をもたらしかねないとの懸念を払拭しつ

つ、公需から民需へのバトンタッチを円滑に行い、景気を本格的な回復軌道に乗せ

ていくとともに、21世紀の新たな発展基盤を築くため、先般決定した経済新生対策を

強力に推進する。



我が国経済：需要面をみると、個人消蜜は、秋口に比べ若干の改善がみられるが、

収入が低迷していることから、足踏み状態を脱していない。住宅建設は、マンションは

堅調だが、持家及び貸家が減少したため、直近はやや水準を下げている。設備投資

は、なお大幅な減少基調が続いている。公共投資は、事業の実施は前年並みに進ん

でいるが、着工は低調に推移してLtる。

11年7～9月期（速報）の実質国内総生産は、前期比1．0％減（年率3．8％減）と

なり、うち内需寄与度はマイナス1．3％となった。

産業面をみると、在庫は、調整が進み、在庫率は前年を下回る水準になっている。

こうした中、鉱工業生産は、持ち直しの動きがみられる。企業収益は、持ち直してきた。
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雇用情勢は、残業時問などの増加といった動きがあるものの、完全失業率が高水

準で推移するなど、依然として厳しい。

輸出は、アジア向けを中心に、増加している。輸入は、アジアからの輸入が増加基

調にあり、緩やかに増加している。国際収支をみると、貿易・サービス収支の黒字は、

おおむね横ばいとなっている。対米ドル円相場（インターバンク直物中心相場）は、1

1月は104円台から106円台で推移した後、月末には102円台に上昇した。
．

物価の動向をみると、国内卸売物価は、下げ止まっている。また、消費者物価は、

安定している。

最近の金融情勢をみると、短期金利は、11月は上昇した。長期金利は、11月は横　J

ぱいで推移した。株式相場は、11月は上昇した。マネーサプライ（M2＋CD）は、10

月は前年同月比3．5％増となった。また、企業金融のひっ迫感は緩和しているが、

民間金融機関の貸出は依然低調である。

海外経翠：主要国の経済動向をみると、アメリカでは、先行きには不透明感もみら

れるものの、景気は拡大を続けている。実質GDPは、99年4～6月期前期比年率1．

9％増の後、7～9月期は同5．5％増（速報値）となった。個人消費、設備投資は増

加している。住宅投資は減少した。鉱工業生産（総合）は増加している。雇用は拡大し

ている。物価は総じて安定している。財の貿易収支赤字（国際収支ベース）は、依然と

して高水準である。連邦準備制度は、11月16日に、公定歩合を0．25％引き上げ5．

00％、フェデラル・ファンド・レートの誘導目標水準を0．25％引き上げ5．50％とし、

金融政策姿勢を「引締め」から「中立」へ変更した。11月の長期金利（30年物国債）
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は、月前半は低下したものの後半は上昇し、月初と月末を比較するとやや上昇した。

株価（ダウ平均）は、中旬に上昇したが、下旬はやや下落した。

西ヨーロッパをみると、ドイツでは、景気は緩やかに改善してきている。フランスでは、

景気は拡大している。イギリスでは、景気は改善している。鉱工業生産は、ドイツでは

ほぼ横ばいで推移している。フランス、イギリスでは増加している。失業率は、ドイツ

ではほぼ横ばいで推移している。フランスでは高水準ながらもやや低下しており、イ

ギリスでは低水準で推移している。物価は、安定している。

栗アジアをみると、中国では、景気の拡大テンポは鈍化している。物価は下落して

いる。輸出は大幅に増加している。韓国では、景気は拡大している。失業率は低下し

ている．

国際金融市場の11月の動きをみると、米ドル（実効相場）は、やや増価基調で推移

した。

国際商品市況の11月の動きをみると、CRB商品先物指数は、中旬にかけ207ポ

イント目前の水準まで上昇したものの、その後は203ポイント前後のレンジ内で上下

した。原油スポット価格（北海ブレント）は、月初から上昇基調で推移し、下旬にかけて

は湾岸危機以来となる26ドル台を記録した。

1国内需要：足踏み状態を脱していない個人消費

車掌国内総生産（平成2年基準、速報）の動向をみると、11年4～6月期前期比1．

0％増（年率3．9％増）の後、11年7～9月期は同1．0％滅（同3．8％減）となった。

内外需別にみると、国内需要の寄与度はマイナス1．3％となり、財貨・サービスの純

輸出の寄与度はプラス0．4％となった。需要項目別にみると、民間最終消費支出は

前期比0．3％減、民間企業設備投資は同2．1％減、民間住宅は同3．2％減となっ

た。また、財貨・サービスの輸出は前期比4．7％増、財貨・サービスの輸入は同2．

4％増となった。

圃人消費は、師
範踏み状態を脱していなし†。

家計調査でみると、実質消費支出（全世帯）は前年同月比で9月2．9％減の後、1

0月（速報値）は2．3％減（季節調整済前月比0．7％増）となった。世帯別の動きを



みると、勤労者世帯で前年同月比2．4餉減、勤労者以外の世帯では同2．3％滅と

なった。形態別にみると、耐久財等は減少、非耐久財等は増加となった。なお、消費

水準指数は全世帯で前年同月比2．3％減、勤労者世帯では同3．0％滅となった。

また、農家世帯（農業経営統計調査）の実質現金消費支出は前年同月比で9月0．

8％増となった。小売売上面からみると、小売業販売額は前年同月比で9月1．8％

減の後、10月（速報値）は0．2％滅（季節調整済前月比1．6％増）となった。全国百

貨店販売籠（店舗調整済）は前年同月比で9月5．0％減の後、10月（速報値）1．

3％滅となった。チェーンストア売上高（店舗調整後）は、前年同月比で9月1．4％減

の後、10月0．3％減となった。一方、耐久消費財の販売をみると、乗用車（軽を含

む）新車新規登録・届出台数は、前年同月比で11月（速報値）は3．1％減となった。

また、家電小売金額（日本電気大型店協会）は、前年同月比で10月は9．6％増とな

った。レジャー面を大手旅行業者13社取扱金額でみると、10月は前年同月比で国

内旅行が1．8％減、海外旅行は8．7％増となった。
ノ
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真金の動向を毎月勤労統計でみると、現金給与総額は、事業所規模5人以上では

前年同月比で9月0．6％増の後、10月（速報）は0．1％減（事業所規模30人以上

では同0．6％増）となり、うち所定外給与は、10月（速報）は同2．6％増（事業所規

模30人以上では同1．6％増）となった。実質賃金は、前年同月比で9月0．9％増の

後、10月（速報）は0．6％増（事業所規模30人以上では同1．4％増）となった。

住宅謹設は、マンションは堅調だが、持屠及び貸家が減少したため、直近はやや水

準を下げている。

新設住宅着工をみると、総戸数（季節調整値）は、前月比で9月1．3％減（前年同

慧霊禁監禁霊禁・孟票雷雲㌫票豊霊　J
（前年同月比1．9％増）となった。10月の戸数の動きを利用関係別にみると、持家は

前月比17．0％減（前年同月比4．9％減）、貸家は同7．9％減（同11．4％滅）、分

譲住宅は同1．6％減（同30．0％増）となっている。

設備投資は、なお大幅な減少基調が続いている。

当庁「法人企業動向調査」（11年9月調査）により設備投資の動向をみると、全産業

の設備投資は、季節調整済前期比で11年4～6月期（実績）7．5％増（うち製造業5．

3％増、非製造業7．3％増）の後、11年7～9月期（実績見込み）は6．0％減（同10．

0％減、同3．3％滅）となっている。年度計画では、前年比で10年度（実績）5．3％



も減（うち製造業6．3％滅、非製造業4．8％滅）の後、11年度（計画）は9．4％減（同

11．3％滅、同8．3％滅）となっている。

なお、11年4～6月期の設備投資を、大蔵省「法人企業統計季報」（全産業）でみる

と前年同期比で13．4％減（うち製造業24．6％滅、非製造業6．6％減）となった。

先行指標の動きをみると、当庁「機械受注統計調査」によれば、機械受注（船舶・電

力を除く民需）は、季節調整済前月比で8月は2．7％増（前年同期比4．1％減）の後、

9月は4．6％増（同6．7％滅）となり、基調としては、製造業を中心とした底固めへの

動きが見られ、今後の受注動向を注視していく必要がある。

なお、10～12月期（見通し）の機械受注（船舶・電力を除く民需）は、季節調整済前

期比で2．8％減（前年同期比4．7％減）と見込まれている。

民間からの建設工事受注額（50社、非住宅）をみると、前年を下回る水準が続いて

おり、10月は季節調整済前月比19．1％減（前年同月比15．5％減）となった。内訳

をみると、製造業は季節調整済前月比27．2％減（前年同月比20．6％滅）、非製造

業は同16．3％減（同14．5％減）となった。

公的需要関連指標をみると、製革設軍は、事業の実施は前年並みに進んでいるが、

着工は低調に推移している。

公共工事着手総工事費は、前年同月比で8月7．4％減の後、9月は10．8％減と

なった。公共工事請負金鏡は、前年同月比で9月15．3％減の後、10月は18．4％

も　　減となった。官公庁からの建設工事受注額（50社）は、前年同月比で9月15・3％減
の後、10月は34．8％滅となった。実質公的固定資本形成は、11年4～6月期に季

節調整済前期比2．8％増の後、11年7～9月期は同8．5％滅となった。また、実質

政府最終消費支出は、11年4～6月期に季節調整済前期比1．3％減の後、11年7

～9月期は同0．9％増となった。

2　生産雇用：持ち直しの動きがみられる生産

鉱耳業生牽「出荷・在庫の動きをみると、在庫は、調整が進み、在庫率は前年を下

回る水準になっている。こうした中、生産・出荷は、持ち直しの動きがみられる。



鉱工業生産（季節調整値）は、前月比で9月0．6％減の後、10月（速報）は、化学、

石油・石炭製品等が増加したものの、輸送機械、金属製晶等が減少したことから、2．

3％滅となった。また、製造工業生産予測指数（季節調整値）は、前月比で11月は電

気機械、輸送機械等により5．0％増の後、12月は輸送機械、化学等により1．1％

滅となっている。鉱工業出荷（季節調整値）は、前月比で9月0．1％増の後、10月

（速報）は、資本財、生産財等が減少したことから、2．3％滅となった。鉱工秦生産者

製品在庫（季節調整値）は、前月比で9月0．2％減の後、10月（速報）は、石油・石

炭製品、化学等が増加したものの、輸送機械、電気棲械等が減少したことから、1．

4％減となった。また、10月（速報）の鉱工業生産者製品在庫率指数（季節調整値）

は100．6と前月を0．5ポイント上回った。

主な業種について最近の動きをみると、輸送機械では、生産は10月は減少し、在

庫は10月は減少した。電気機械では、生産は2か月連続で減少し、在庫は3か月連

続で減少した。化学では、生産は10月は増加し、在庫は10月は増加した。

第3次産業の動向を通商産業省「第3次産業活動指数」（9月調査、季節調整値）で

みると、8月1．3％増の後、9月（速報）は、運輸・通信業、電気・ガス・熱供給・水道

業等が増加したものの、サービス業、卸売・小売業，飲食店等が減少した結果、前月

比0．9％滅となった。

雇用情勢は、残業時問などの増加といった動きがあるものの、完全失業率が高水

準で推移するなどこ依然として厳しい。

労働力需給をみると、有効求人倍率（季節調整値）は、9月0．47倍の後、10月0．

48倍となった。新規求人倍率（季節調整値）は、9月0．88倍の後、10月0．91倍と

なった。総務庁「労働力調査」による雇用者数は、9月は前年同月比0．1％増（前年

同月差8万人増）の後、10如ま0．1％減（同7万人減）となった。常用雇用（事業所

規模5人以上）は、9月前年同月比0．1％減（季節調整済前月比0．0％）の後、10

月（速報）は同0．2％減（同0「1％減）となり（事業所規模30人以上では前年同月比

1．5％滅）、産業別には製造業では同2．1％滅となった。10月の完全失業者数（季

節調整値）は、前月差2万人減の313万人、完全失業率（同）は、9月4．．6％の後、1

0月4．6％となった。所定外労働時間（製造業）は、事業所規模5人以上では9月前

年同月比7．7％増（季節調整済前月比2．0％増）の後、10月（速報）は同5．7％増

（同0．7％減）となっている（事業所規模30人以上では前年同月比4．3％増）。
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また、労働省「労働経済動向調査」（11月調査）によると、「残業規制」等の雇用調

整を実施した事業所割合は、引き続き高い水準となっているものの、7～9月期はや

や低下した。

企草の動向をみると、傘業埠晒＿なお
範しいが改善が進んでいる。

大企業の動向を前記「法人企業動向調査」（9月調査、j季節調整値）でみると、11年

7～9月期の売上高、経常利益の判断くともに「増加」－「減少」）は、「減少」超幅が縮

小した。また、11年7～9月期の企業経営者の景気判断（業界景気の判断、「上昇」

－「下降」）は「下降」超幅が縮小した。

また、中小企業の動向を中小企業金融公庫「中小企業動向調査」（9月調査、季節

調整値）でみると、売上げD．I．（「増加」－「減少」）は、11年7～9月期は「減少」超

幅が縮小し、純益率D．I．（「上昇」－「低下」）は、「低下」超幅が縮小した。業況判断

D．題．（「好転」－「悪化」）はこ11年7～9月期は「悪化」超幅が縮小した。

傘業倒産の状況をみると、おおむね横ばいとなっている。

銀行取引停止処分者件数は、10月は953件で前年同月比18．5％減となった。業

種別に件数の前年同月比をみると、小売業で25．9％、製造業で20．4％の減少と

なった。

3　国際収支：輸出は、アジア向けを中心に、増加

艶は、アジア向け　心に、増加している。

通関輸出（数量ベース、季節調整値）は、前月比で9月3．5％増の後、10月は0．

9％減（前年同月比6．1％増）となった。最近数か月の動きを品目別（金額ベース）に

みると、輸送用機器等が増加した。同じく地域別にみると、アジア等が増加した。

麹基は、アジアからの輸入が増加基調にあり＿、一緩やかに増加して←、る。

通関輸入（数量ベース、季節調整値）は、前月比で9月2．1％減の後、10月4．

5％減（前年同月比8．5％増）となった。最近数か月の動きを品目別（金額ベース）に

みると、鉱物性燃料等が増加した。同じく地域別にみると、中東、アメリカ等が増加し

た。



通関収支差（季節調整値）は、9月に1兆1．560億円の黒字の後、10月は1兆1，

424億円の黒字となった。

国際収雲をみると、貿易・サービス収支の黒字は、おおむね横ばいとなっている。

9月（速報）の貿易・サービス収支（季節調整値）は、前月に比べ、貿易収支の黒字

幅が拡大し、サービス収支の赤字幅が恕小したため、その黒字幅は拡大し、6，366

億円となった。また、経常収支（季節調整値）は、貿易・サービス収支の黒字幅が拡

大したものの、所得収支の黒字幅が縮小し、経常移転収支の赤字幅が拡大したため、

その黒字幅は縮小し、8．117億円となった。投資収支（原数値）は、・6，671億円の

黒字となり、資本収支（原数値）は、1，966億円の黒字となった。

11月未の外軍準備革は、前月比8億ドル減少して2，720億ドルとなった。

外国為替市場における対米ドル円相場（インターバンク直物中心相場）は、11月は

104円台から106円台で推移した後、月末には102円台に上昇した。一方、対ユー

ロ円相場（インターバンク17時時点）．は、11月は108円台から110円台で推移し

た後、月末には103円台に上昇した。

4　物価：国内卸売物価は、下げ止まり

国内卸売物価は、下げ止まっている。

11月の国内卸売物価は、電気機器（ルームエアコン）等が下落したものの、石油・

石炭製品（C重油）等が上昇したことから、前月比保合い（前年同月比0．6％の下

落）となった。輸出物価は、契約通貨ベースで上昇したものの、円高から円ベースで

は前月比0．7％の下落（前年同月比8．0％の下落）となった。輸入物価は、契約通

貨ベースで上昇したものの、円高から円ベースでは前月比0．2％の下落（前年同月

比2．8％の下落）となった。この結果、総合卸売物価は、前月比0．1％の下落（前年

同月比1．7％の下落）となった。

企業向けサ「ビス価格は、10月は前年同月比0．9％の下落（前月比保合い）とな

った。

J



も

し

面吊市堰く月末対比）は紙・板紙等は上昇したものの、繊維等の下落により11月は

下落した。11月の動きを品目別にみると、上質紙等は上昇したものの、毛糸等が下

落した。

頒蔓草物価は、安定している。

全国の生鮮食品を除く総合は、前年同月比で9月保合いの後、10月は一般食料工

業製品が上昇から保合いとなったこと等により0．1％の下落（前月比0．1％の上昇）

となった。なお、総合は、前年同月比で9月0．2％の下落の後、10月は昨年の生鮮

食品の上昇の影響等により0．7％の下落（前月比0．2％の上昇）となった。

東京都区部の動きでみると、生鮮食品を除く総合は、前年同月比で10月0．2％の

下落の後、11月（中旬速報値）は、繊維製晶の下落幅の拡大等により0．3％の下落

（前月比0．1％の下落）となった。なお、総合は、前年同月比で10月0．9％の下落

の後、11月（中旬速報値）は昨年の生鮮食品の上昇の影響等により1．3％の下落

（前月比0．5％の下落）となった。

5　金融財政：株式相場は、上昇

最近＿の皐融嘩撃をみると、短期金利は、11月は上昇した。長期金利は、11月は横

ばいで推移した。株式相場は、11月は上昇した。M2＋CDは、10月は前年同月比3．

5％増となった。

短粗密卸市場をみると、オーバーナイトレートは、11月は横ばいで推移した。2、3

か月物は、11月は上昇した。

公社債市場をみると、国債利回りは、11月は横ばいで推移した。

国内銀行の貸出約定平均金利（新規実行分）は、10月は短期は0．058％ポイント

上昇し、長期は0．034％ポイント上昇したことから、総合では前月比で0．041％ポ

イント上昇し1．811％となった。

マネーサプライをみると、M2＋CD（月中平均残高）は、10月（速報）は前年同月比

3．5％増となった。また、広義流動性は、10月（速報）は同3．3％増となった。

企麗筆動の却向をみると、金融機関（全国銀行）の貸出（月中平均残高）は、11月

（速報）は前年同月比5．7％減（貸出債権流動化・償却要因等調整後2．1％滅）とな



った。11月のエクイティ市場での発行（園内市場発行分）は、転換社債がゼロとなっ

た。また、国内公募事業債の起債実績は7，220億円（うち銀行起債分1，100億円）

となった。

企業金融のひっ迫感は緩和しているが、民間金融機関の貸出は依然低調である。

樟式市場をみると、日経平均株価は、11月は上昇した。

6　海外経済：原油価格、湾岸危樵以来の高値

主要国の経済動向をみると、王と地では、先行きには不透明感もみられるものの、　J

景気は拡大を続けている。実質GDPは、99年4～6月期前期比年率1．9％増の後、

7～9月期は同5．5％増（速報値）となった。個人消費、設備投資は増加している。住

宅投資は減少した。鉱工業生産（総合）は増加している。雇用は拡大している。雇用

者数（非農業事業所）は10月前月差26．3万人増の後、11月は同23．4万人増と

なった。失業率は11月4．1％となった。物価は総じて安定している。10月の消費者

物価は前年同月比2．6％の上昇、10月の生産者物価（完成財総合）は同2．7％の

上昇となった。財の貿易収支赤字（国際収支ベース）は、依然として高水準である。連

邦準備制度は、11月16日に、公定歩合を0．25％引き上げ5．00％、フェデラル・フ

ァンド・レートの誘導目標水準を0．25％引き上げ5．50％とし、金融政策姿勢を「引

締め」から「中立」へ変更した。11月の長期金利（30年物国債）は、月前半は低下し

たものの後半は上昇し、月初と月末を比較するとやや上昇した。株価（ダウ平均）は、

中旬に上昇したが、下旬はやや下落した。

西ヨーロッパをみると、ドイツでは、景気は緩やかに改善してきている。フランスでは、

景気は拡大している。イギリスでは、景気は改善している。実質GDPは、ドイツ4－6

月期前期比年率0．2％増、フランス7～9月期間4．2％増（速報値）、イギリス7～9

月期間3．6％増（改訂値）となった。鉱工業生産は、ドイツではほぼ横ばいで推移し

ている。フランス、イギリスでは増加している（鉱工業生産は、ドイツ9月前月比1．

0％減、フランス9月同0．1％滅、イギリス9月同0．2％増）。失業率は、ドイツではほ

ぼ横ばいで推移している。フランスでは高水準ながらもやや低下しており、イギリスで

は低水準で推移している（失業率は、ドイツ10月10．5％、フランス10月11．0％、

イギリス10月4．2％）。物価は、安定している（消費者物価上昇率は、ドイツ11月前

年同月比1．0％、フランス10月間0．8％、イギリス10月岡1．2％）。



栗アジアをみると、中国では、景気の拡大テンポは鈍化している。物価は下落して

いる。輸出は大幅に増加している。韓国では、景気は拡大している。失業率は低下し

ている。

国際金融市場の11月の動きをみると、米ドル（実効相場）は、やや増価基調で推移

した。モルガン銀行発表の米ドル名目実効相場指数（1990年＝100）をみると、11

月30日現在106．5、10月未比1．0％の減価となっている。内訳をみると、11月3

0日現在、対円では10月末比1．9％減価、対ユーロでは同4．5％増価した。

国際商品市況の11月の動きをみると、CRB商品先物指数は、中旬にかけ207ポ

も　ご霊雷雲芸荒慧悪霊票31‡豊吉慧芸芸霊濫二霊雲芸
は湾岸危機以来となる26ドル台を記録した。

し

先月からの主要変更点

11 月月例 12 月月例

個人消妻 個人消豊は、収入が低i米していること

などから、こ聖 ところ足たみ状月割こあ

丘。

個人消費は、秋口に比べ若手の改善がみ

られるか、収入が低迷 していることか

う、屏踏み状態を脱していない。

住宅建設 住宅建設は、マンションの着工が増加

しておりt　前車を上l司る：水準で推移し

住宅建設は、マンショ‾ンは堅調だが、持

家及び貸家が減少したため言直近はやや

ている。 水準を下げている。
公共投資 事業の宴施が運んでいるが、着工は低

調な動きとなっている。

事業の害筋は前缶韓みに漣んでいるが、着
工は低調に推措している。

倒産 企業倒産件数は、春先からやや増加し

ているものの、借用保証制圧の拡充の
効果な どで前宜の水竺 を下田1ってい
去。

企業倒産件数は、おおむね撞ぽいとなっ

ている。

総括判断 景気は、民間需要の回復力が弱く、厳 景気は、民間需要の国旗力が弱く、厳し
JL い状況をなお脱していないが、各種 い状況をなお脱していないが、各種の政
の政策効果の淳i剰こ加え、アジア経済 策効果上三血去、アジア経済の回復などの

の回復などの影響五五ユ＿三、緩やかな

改善が続いている。

影響空、緩やかな改善が続いている。

政策態度 政府は、将来の公需の鈍化等が景気減 政府は、将来の公需の鈍化等が景気減速

運をもたらしかねないとの懸念を払拭 をもたらしかねないとの想念を払拭し

しつ？、公需から民需へのバ トンタッ つつ、公需から民需へのバ トンタッチを

千を円滑に行い、景気を本格的な回復 円滑に行い、景気を本格的・な回渡軌道に

軌道に乗せていくとともに、21 世紀の 乗せてい くとともに、2 1 世紀の新たな

新たな発展基盤を築くため、迫」L 迫 発展基盤を築くため、先般法定した経済

R に鱈清新牛第†策を決定したところで

あり、その強力な推進を周ることとす

亙。

新年対策を袷力に推漣する。

〔注）下線部は先月から変更した部分



【今月のトピック】
最近の産業別動向

業 種 7月　　　 9片　　　 1 1月
調査　　　 調査　　　 調査

最 近の概 要

鉄鋼 ▲　　 →　　 △　 ・一一 □
＊ 粗鋼生産量：持ち直しの動きがt続く。
＊ 普通飼出荷：持ち直しの動き。
＊ 普通銅在庫：在庫率がほぼ適正水準。‾

化学 （石油化学） △　 →　 ロ　 → ． □

＊ エチレン生産：輸出向けの寄与で増加。
＊ 汎月樹脂：主に輸出増を鮎 て、生産は増加傾向。国
内出荷は、恕ねむね前年を上回る水準で推移。海外
は需要増。

紙・′ヾルプ ロ　　 ーヰ　　 ロ　　 ー→ ○
＊ 紙・硬紙生産、出荷：堅調に推移。
＊ 在庫：紙の在庫率はほぼ適正水準。板紙はやや高い
水準。

歪榎 ▲　　 一一　　 ▲ ・　→　　 ▲
＊ 産業複械受注：設備投資の掃え込み映じて不振が続

いている。

も一般徹械　　 工機 △　　 一寸　　 △　　 →　　 △ ・
＊工作概械受注：マイナス楯は紆小しているものの、俵 ，
然として前年割れが拭いてい等。

崖横 ム　　 ー→　　 △　　 →　　 △
＊連投複械出荷：埠備投資の冷え込みを映じて、内需
の持ち直しの動きに力強さがみられない。

半導体 □　　 →　　 □　 →　 0
＊ 半導体集積回路出荷額：′ヾソコン、携帯電蓄向け製
品を中心に堅調。

箭 謂 諾 融 周
ロ　　 →　　 □　　 →　 ［コ

＊コンピュータ関連徹器生産執 ′でソコンは好調だ汎
その他の製品は偲調。l

通信機器 △　 →　 □　 ？　 ロ
＊ 通信機器生産朝：携帯電蓄は好調だが、その僧の製
品は偲調。

家庭電器 口　 →　 □　 ‾→　 □
＊ 国内出荷台数：A V 、白物とも総じて底固い。
＊ 輸出：減少傾向。
＊ 生産：恕恕むね碑諾いで推移。

自動車 △　 ・・→　　 △　　 －→ ロ
＊ 国内販売：おおむね横ばいで推移。
＊ 完成車輸出：9 月から前年比増。
＊ 生産：恕恵むね横ばい。

且圭設・住宅 △　　 →　　 △　　 －→　　 △

＊ 建設業大手5 0 社受注額：減少績向。
＊ 民間建築着工：居住用の伸びは鈍化．非居住用は減
少が続く。
＊ 公共工事：事業の実施は前年並みに達んでいるが、
着工は低調に推移している。

＊ 住宅着工戸数：持家及び貸家が減少したため、直近
はやや水準を下げているい

道酪 旅行 園内貨物

旅行

▲ ．→　 △　 →　 △ ＊　国内貨物稲造：基調としては前年封れ。

ロ　　 →　　 ロ　　 ー→　　 ロ ＊ 旅行販売：横ばい 期先が続いている。

情報サービス 0　 →　 ○　 →　 0 －
＊ 芸荒 蒜誓 業売上高：主知 受注ソフトウ土用 撃

外食 □　　 →　　 ロ　　 →　 ‾口 ・
＊雲遠雷讐 店べ‾舟 店轍 の拡大し譲 り、前年比増

リース △　 ・－◆　　 △　　 →・　△
＊㌫ 誓 約蹄 設備牌 の掃え込みを嗅餌 僧猷 推

電力 □　 ・→　　 ロ　　 → 0
＊ 民生用は大きな仲び。
＊ 産業用では大口、小口とも8 月から前年比増が続く。

広告 △　 ・・→　　 △　　 －→ ［コ ＊ 広告売上高：テレビを中心に持ち直しの動き。

（注1）上記の各月における調査は、経済企画庁r産業動向」による。
（注2）鮎、順に「◎」「OJ「□」「△」「▲」5段階とした。


